


    
    


    




    まず、自己紹介
    　こんにちは、れみといいます。ただいま２６才の女性です。現在の状況のことです。

表紙の写真はもちろん私ですがプライバシー保護のため顔の部分にぼかしを入れさせて頂いてます。

さー、そろそろ肝心な自己紹介・ここが大切なポイントかな ? !　

私はつい数年前まで、“男”でした。一言でいうと、性の不一致が原因で性転換したのです。

子供の頃は、そーですね、小学生時代は女の子といつも遊んでいました。

中学に入学後は自分のアレにすごく不快感を覚えるようになり、男の子にすごく興味を持ち始めていました。

中学２年生の頃から下着は女性用のショーツ、セミビキニタイプのショーツを何枚か持っていて、体育の授業等がないときは必ずショーツをはいていました。

成人後、ニューハーフのショーパブで働いていたときは玉なしサオありで、昨年お店をやめた後タイランドで最後の手術を受けて、サオも取り完全な女性として現在派遣でOLをしています。

こんなことを聞くと、ほとんどの方が信じられないようですが、それはみなさんの自由です。

ただ私はこのへんで一回区切りをつけて、自分の過去を回想しつつこれからの人生に新たなる息吹を吹き込みたくなったのです。

もちろん匿名での投稿ですので、現在の自分の考えも踏まえて、これまでの自分の回想記にしたいと思います。









    子供の頃
    　小学校の頃よく女の子とおママごとをしてました。かなり本格的でしたよ。ちゃんと夫婦でおふとんに入って寝たりとか、・・・・・、でも今考えるとなんとくだらないことしてたんだろーって思いますけどね。(笑)

「まことちゃん、これなにー?」って女の子に言われて触られたことあるんですよ。

もちろん、アレ。低学年の女の子だからまだわかんなかったのです。

ちよっと恥ずかしかったのを今でも回想しただけで、うふってなっちゃいます。

５年生の頃に女の子と洋服を交換して、もち男女が逆になるかたちで近くのスーパーにお買い物ってね。

なんかその頃から僕は女なのかなーって。

私には３才年上のお姉さんがいるのです。みなさんの想像どおり隠れては姉の服や下着を身に着けてはゾクゾクしてたのはこの頃ですね。

サイズもほとんど同じなのでけっこう重宝してました。

でも時々姉が自分の下着がどっかにいっちゃったーって感じで探しまくっていたのをだまって聞いていた自分が怖かったーってか(笑)

でもその姉も家族も私のことは認知了解済みですから安心安心の世界で今を生きています。









    高校生の頃
    　高校の頃になると化粧にすごーく興味があってかなり上達しました。

ヘヤースタイル、洋服などはだれでも身に着ければOKの世界でしょ?　

まー、スタイルの問題はありますけどね。とりあえずは、表紙写真のとおり以前から痩せ型で細身のタイプなんです。

かなり食べても太らないのは最高ですね。私より太い方は女性にたくさんいられるしね。

　休日になると化粧して(まー、この頃は女装って区分かな? !)はやりの服を着て新宿や原宿なんかに出かけてました。

ほとんどの人はあまり人を見てませんね。安心して「女」してましたー。

でも厳密に言うと、この頃はまだ、下は全部あるし、上はまだシリコンしてませんでしたから。

今もけっこうそーなんですけど、ハスキーだけどー裏声的な発声をすると、女声なんです。

けっこう街を歩いていると声をかけられたのは、自慢です。

ちゃんとその男性と会話しちゃってもまったく相手は私が“男”ってわかんないのです。

その場限りだし相手もうれしそうだから女の子して話し相手してあげたことはけっこうあります。

だんだん回数をかさねていくと、ある意味自信つきます。(笑)

　一回だけですけど、もう時効だから話しちゃいますけど、某女子大に潜入(言葉が悪いですね、通学かな)して女子大生したことあります。

４月頃だからまだ新入生ってかんじの女学生ばかりなんでお互いに知らない人どうしじゃないですか。

簡単に声をかけると友達になれてしまうんですね。

話は適当にあわせて生協の会員証とか学生証とかは忘れてしまったことにすれば、その「女友達」といっしょにフリーパスっていうかんじ。

その子、すごく素直な子でいい子でした。楽しかったですよ。









    成人してから
    　結局、高校卒業後就職してしまいました。普通の会社でしたがなかなか続かなくて転職を繰り返してました。

もちろん外見男として働いてたことは当然だし、事実まだいっさい身体にはメスを入れてはいませんでした。

　それからしばらくして、東京のとあるニューハーフショーパブに初めて行きました。

なんというか、衝撃的なイメージで私の人生を１８０度転換させてくれました。

私にはこれしかないって感じで、「女」として生きることに決めました。

　タイに行き、玉抜きだけ手術、シリコンのオッパイも作り、顔もプチ整形をしました。(この段階ではサオは残した)

帰国してから、まず試しというわけではないですが、ファミレスのデニーズで女性として働きました。

アルバイトなんで、簡単な履歴書だけで採用してくれることがポイントでした。

以前からデニーズの制服には興味があり女性として働いてみたいとは思っていましたから夢がかなったことになりました。

同僚の子も当然のごとく私を“女性”としてしか認識していませんでした。これは私の望んでいたことだし、少し後ろめたいこともありましたがそのまま振舞っていました。

その彼女を仮にＳ子としますが、Ｓ子とはかなり親密になり親友付き合いをしていました。

ショッピングや映画、ドライブなどまさに女の子付き合いをしていました。

そのＳ子にはお兄さんがいました。ある日その彼女の家に遊びに行ったときにそのお兄さん(仮にKさんとします)に初めてお会いしました。Kさんはすでに既婚でしたしさらっと挨拶程度の出会いでした。

　一年ほどして、なんと派遣先の銀行でそのKさんに再開するとは私もびっくりでした。

私は派遣会社に登録してOLをしていたのです。もうその時は戸籍を“女性”に変えた後だったのでまったく普通に女性として日常生活を送っていたのです。

当然というか、彼Kさんも私に気がついて話かけてきて、自分の思いを伝えられたのです。

妹の友達として紹介されたときからずっーと私のことを気にかけていたというのです。

現在は銀行の上司というKさんに複雑な思いを懐いている自分に困惑していました。

結局、しばらく浅いお付き合いで交際をしてみようかなと思い、なぜかというと彼には奥様がいるのでそんなに深入りはしないと考えたからです。

でもそれはあまい考えだとあとで悟りましたがもうしょうがない状況にはまってしまいました。

ときどきエッチな交際も含めて彼とのデートを繰り返していました。











    ニューハーフのショーパブ時代
    　ニューハーフのショーパブには２２から２５才まで在籍していました。

そのときは身体の状態は玉なしサオありです。この意味わかりますか?　つまり、玉は手術で取り除いてサオだけ残してある状態です。想像できますよね?

原則的にこのてのお店で働いているニューハーフは同様な身体です。たまに、なしなし、ありありとかいますがそれはまれです。結局お店に来る常連の方たちは、変な“女”に会いたがっているからなのです。

ある意味、変体の男性が大切なお客様なのです。

普段のお店でのサービスはお話やダンスが主ですが、たまにソファーの横で歓談しているときにスカートに手を入れてきて、「あった、あった !」と納得して喜ぶお客様もいます。

もちろん一瞬のタッチだけですがやたらと満足して喜んでいます。

　オプションコースというか、個人的な同伴外出サービスというものがどこのお店にもあります。

東京ではかなり実施されており、多くのケースは夜間の同伴外出サービスが多いようです。

このサービスの内容は、原則お客様の要望を受け入れることになっており、例えば洋服や外出場所などはお客様しだいで１時間当たり５０００円が相場です。(その他の費用は別)

私の場合、過去の例ですが、NTTドコモの制服を着せられて日比谷公園周辺を歩いて、千代田区永田町のドコモ本社ビルに入ったことです。

これってびっくりでしょ?　ありえないと思いませんか?実はそのときのお客様がそのNTTドコモの社員の方だったのです。

だからドコモの制服も用意でき I Dカードも当然用意できます。だからフリーパス。

彼の要望を聞き入れてあげてしまい少し罪悪感がありましたが、女性の更衣室で少しいろいろ物色してしまいました。

彼は総務管理部の部長だったので、社員の個人管理カード、ロッカーの鍵など個人的な超機密データを掌握しているポジションだったのです。























    男と女、どっちかしかいない
    　昨年ショーパブを退社してからタイランドに行き最後のサオ取りの性転換手術を受けました。

念願の１００％女・純女という形になることができました。外見上の身体はどこから見ても女性です。

下もちゃんと入れれるし見た目も本物そっくりです。上も当然同じですね。

現在毎月１回程度産婦人科に通院し女性ホルモンを注射しています。今のところ副作用などはなく健康的な生活が維持できています。

現在ほとんど９０％ぐらい女性ホルモンが占めていますので身体の体質が女性化しています。

女性化された身体の認知感覚として気がついたことを述べると、まず不思議なのはなんとなくいつもだるい感じ、つまり男のときの身体感覚と比較した場合の思いですが、もっと言えば、いざのときの“ふんばり”が利かないような気がします。

あとは、やはり自分が川でいうところの対岸に来てしまい、対岸の異性の人間に対する想いがつのるような、自分(女)にないものに対する欲求欲望が時に増すような気がします。自分でも不思議に思いますが、男に好かれたいという感覚があることに驚くときがあります。

自分の性を異性との接触で確かめてみて安心、幸福の境地になれるのかもしれませんね。

ただし、私の場合は少し複雑で、元男だったことで、相手の男性の考えていることが全部わかってしまう欠点? ! があることで、やはり複雑です。

結局、互いに幸せになれることがベストだとは思いますが、・・・・・・。







    普通の女性として
    　現在は東京で独り暮らし(女性専用マンション)して普通に女性してます。

派遣ですから数年ごとにお仕事は変わりますが楽しくやれています。

自分でも不思議なのは、ファッションにすごーく興味があり、生まれたときから女だったのではと疑うくらいです。

ファッション雑誌はもちろんインターネットやらなんやらで日夜服飾にこだわりすぎるくらいこだわってます。

下着にもすごーくお金かけてますよ。うふっ。

　性格はある意味少し創ってますね。やっぱ女はかわいくなくちゃいけないし、清楚なイメージも大切だし、真面目さもあったうえで、慣れてきたときのエッチはすけべに振舞うっていうのがベストでしょ?

まーこれって男からみた理想の女かな?!　でもこんな感じを目指して日常生活してます。

現在の派遣先の会社では、もちろん清楚な感じを大切に仕事してますが、やはり男性の視線がけっこう気になりますね。大成功って感じかな? !　(笑)
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